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I .はじめに

11世紀カシミールの詩人クシェーメーンドラ（ca.990-1066）は、中世インドを代表する大著作

家の一人であり、説話文学、教訓詩、修辞学など多岐に渉る分野で数多くの著作を残しているlo

彼は仏教徒ではなかったが、当時のカシミール仏教徒の聞に伝承されていた説話をカーヴイア体

の詩文に改稿し、全 108章から成る仏教説話集Bodhisattvavadanakalpalata（『諸菩薩の偉業の如

意の蔓草』、以下Av-klp）を著した2。この作品については、これまで先行するアヴァダーナ文献

や律文献所収の説話との比較資料として、多くの研究者によって研究がなされ、作品中のいくつ

かの説話は、根本説一切有部所伝の説話集DivyavadanaやAvadiina§ataka,Jiitakamalaに伝承され

ている説話と近い関係にあることが指摘されている30 

これに対し、 Av-kipの伝承する説話に、根本説一切有部の伝承には見られない、もしくは根本

説一切有部の伝承とは真っ向から相反する伝承が見られるという点については、未だ十分な報告

はなされていない。本論はAv-kip第 11章Sundarfnandavadii.na所収の説話、スンダリー・ナンダ

物語を取り上げ、 r根本説一切有部律』 （Mulasarvastivadavinaya、以下MSV）及び漢訳『仏本行集

経』を始めとする漢訳経典所伝の類話と比較検討することによって、以下の二点を明らかにする

ものである。

事本論文を著すに当たり、京都大学の横地優子先生より Av-kipの解釈に関して有益な御教示を賜りました。引用し
た原典の異読箇所に Yokochiとあるのは先生から御指摘頂いた読みを示すものです。また、九州大学の岡野潔先生か
らは、 Av-kipのダライラマ五位版のコピーを、鹿児島国際大学の外薗幸一先生からは、漢訳経典中のスンダリー・ナ
ンダ物語の諸伝本に関する御教示を賜りました。蕗に記して御礼申し上げます。
lクシェーメーンドラの生涯、著作については、 Siiryakanta[1954]; Dattaray [1974］を参照。
2Major [1992: 1ー勾参照。正徳には、クシェーメーンドラの真作部分は第1-107章までであり、第 108章及び作品末
のコロフォンは、 108というラッキーナンバーを満たすべく彼の息子ソーメーンドラ（Somendra）が付したものであ
る。彼のコロフォンによれば、クシェーメーンドラは SajjananandaとNakkaという二人の仏教徒の友人から Gopadatta
のJiitakamiilaに代わる作品を著すことを懇願され、仏教徒の学匠Viryabhadraの下で仏教を学び、 1052年に 107の章
(pallava）を書き上げたという。しかし、 107章の完成からクシェーメーンドラが遺作Dasavatiiracarita（『十権化の行
状』）を著す 1066年までには 14年の聞きがあり、 deJong [1977: 36］は、クシェーメーンドラが何故この間に第 108章
を著さなかったのかという点を疑問視する。

3Kirde [2007: 52］参照。また、近年 Av・kipXXXVII Piir[tiivadiinaの英訳を発表した Tatelman[2000］は、 Av-kipの
説話の大部が r根本説一切有部律』から採られたものであるという、以下のような見解を述べる。

Tat巴Iman[2000: 10] Much later, th巴eleventh-centuryKashmirian poet K~emendra, in his Bodhisattviivadiina-
kalpalatii, drew on the huge store of narrative material in the Miilasarviistiviida Vinaya to compose, in a style 
more epic and less ornat巴thanth巴classicalJiitakamiiliis, one hundred and eight verse Jiitakas and Avadiinas. 
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(1) Av-kipの所伝と MSVの所伝は互いに共通する要素を多く保持しており、大筋では

同系統に属すると見ることができるが、他方では、前者は後者に見られない、或いは

後者と相反する伝承を保持している。

(2）それら MSVに見られない、或いは相反する Av-kipの伝承が、同じく MSVの所伝

と同系統に分類される漢訳経典『仏本行集経』の所伝に等しく見られ、 Av-kipの祖形

伝本は『仏本行集経』の祖形伝本と最も近い関係にある。

2.スンダリー・ナンダ物語の類型化

2. 1.考察の対象とする伝本

スンダリー・ナンダ物語は、仏陀の異母弟、難陀の出家を主題とする作品である。仏弟子とし

ての難陀に関する記述は、初期仏教経典の Theragatha2.157-158及びDhammapada13-14に見ら

れ、彼が愛欲に悩まされていた時、仏陀によって迷いの生存世界から救済されたことが述べられ

ている。スンダリー・ナンダ物語は恐らしこの仏弟子難陀の離欲謹に後代様々な要素が付加さ

れる形で、北伝、南伝の仏教教団の聞に成立し、各々の諸伝本に継承されていったものと思われ

る。うち、本論でAv-kip本との比較考察を行うのは、以下の伝本である。

• Saundarananda (Saund) Asvagho切作 2世紀頃。

• Jii.taka #182 Smpgamii.vacarajataka (Ja) 成立年代不詳0

・Dhammapad.αf{haka的aNandatheravattu (Dhp-a) 450年頃。
・’dulba phran tshegsかigzhi4 (MSV) Vidyakaraprabha、Dharmasnohadra、dPal’byor訳

8-9世紀頃。

． 『根本説一切有部毘奈耶雑事』巻第十一、第十二5 唐・義浄訳 710年。
『仏本行集経』第五十七巻難陀出家因縁品6 惰・闇那幅多訳 6世紀頃。

『雑宝蔵経』第九十六巻仏弟難陀為仏所逼出家得道縁7 元規・吉迦夜、曇躍訳 472年0

． r増ー阿含経』第九巻慨憐品第十八8 東晋・塵曇、僧伽提婆訳 4世紀。
難陀に関する記述を含んだ伝本は、この他にも存在するが9、本論では、 2.2に述べるエピソー

ドを含む伝本のみを対象とし、それらを欠くものについては、物語としての性格を欠くと判断し、

考察の対象から外した。

40#6, Tha119a3-158a6; P#1035, Del 14a3-150b3. 
5T#l451, 25la8-262a20. 

6T#190, 91 lb24-918a22.この経典は複数の仏伝の集成であり、その資料としては、第六十巻末で『大事』 （Mahiivastu）、
r大荘厳経』、『仏生因縁』、 r釈迦牟尼仏本行』、『毘尼蔵根本』という五つの伝本の名が挙げられている。但し、現存す
るもので明確に資料と断定できるものは『大事』のみである。 Panglung[1981: 176］はMahiivastu中にスンダリー・ナ
ンダ物語の類話が見られることを述べるが、筆者の見る限り、相当する簡所を見出すことはできない。
7T#203, 485c11-486c25. 
8T#125, 591a8-592c9. 

9例えば、 r仏説衆許摩調帝経』第九（T#l91,957c1-958a5）；『雑阿合経』第十一、三十八何事99,73a22-73c8,277a10-
277b5）；『別訳雑阿合経』第一（T#lOO,274a19-274b20）などが挙げられる。ジャイナ伝本については、渡辺［1990:
43-44］を参照されたい。
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2. 2.スンダリー・ナンダ物語の構成

まず、釘stri[1910］；平等［1938];Panglung [1981］の先行研究を基に、スンダリー・ナンダ物語の

構成について見てみよう。上記伝本の物語を構成するエピソードは、次の通りである。

(1）難陀の苦悶世尊のもとで出家した難陀が、妻のことを想起して苦悶する100 

(2）雌猿と天女を見せる仏陀世尊は難陀に醜い雌猿と天女を見せ、天女の美に魅了

されて妻の美しさを忘れてしまった彼に、党行を修するならば、天女を授けると約束

する。

(3）阿羅漢果の獲得難陀は初め天女を目当てに発行を修することを決意するが、最

後には色欲を断じて、阿羅漢果を得る。

2. 3.伝本聞における諸要素の分布

伝本は全て上記（1）ー（3）をこの順序で述べるが、各々の内容を更に詳細に分析すると、細かな差

異を確認することができる。それを明確にすべく、伝本間の諸要素の有無を図示したものが、下

図である。尚、表中にム印を付したものは、完全には一致しないが、類似した要素が存在するこ

とを示す。

＼＼＼＼＼  Saund Ja Dhp-a MSV 有部律 Av-kip 仏 雑 増

(a）カピラヴァストゥの叙述 。× × × × × × × × 

(b）女性の名を孫陀利とする 。× × 。。。。。。
(c）妻を描く難陀 × × × 。。。。× × 
(d）神変で難陀を阻む仏陀 × × × 。。。。。× 
(e）阿難に非難される難陀 。ム ム 。。 × 。× × 
（η地獄を訪れる難陀 × × × 。。。。。。
(g）入母胎経を説く仏陀 × × × 。。 × × × × 

(h）四つの過去世物語 × ム ム 。。。。ム × 
以上に図示した諸要素の対応関係から、スンダリー・ナンダ物語の諸伝本について、次の事実

が指摘されよう。

• MSVと漢訳『根本説一切有部律雑事』の所伝は、（a）ー（h）の要素を全て共通して伝承してお

り、ほぽ同じ祖形に基づいていることが知られる。

• Av-kipの所伝は、内容的に見てMSVと『仏本行集経』の所伝に最も近く、両者と共通の祖

形から生じた可能性が高い。 Av-klpを含むこれら三伝本は、 MSV系統というグループに区

分けできる。

• Saundは要素（b)(e）を含む点では、 MSVの所伝と共通するが（Saund4ム 11.8-62）、残る要

素（c)(d）（ηー（g）は見られない。この事実からは、馬鳴がSaundを著すにあたって、 MSVの

IOパーリ伝本では難陀が妻帯していたという記述はなく、難陀は出家時に彼を引き止めた「地方の美しい娘J(Jana-

padakalyiil)I）に愛着したと述べられる。
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所伝に依っていた可能性が低いことが知られる11。また、この伝本はカピラヴァストゥの神

話を叙述する要素（a）を含んでいる点で、他の伝本との相違が見られる（Saund1.1-62）。要

素（a）を含む伝本は他になく、（a）は恐らく馬鳴による付加と考えられる。

• Ja, Dhp-

Dhp闇a101.10一19,103.27一105.21）、他の伝本が難陀を非難する人物を阿難とするのに対し、

両者では、難陀を非難する人物はそれぞれ舎利弗、比丘である。また、過去世物語について

は、 Jaは難陀を象、仏陀を象使いとする一つの物語、 Dhp-aは難陀を腫馬、仏陀を商人とす

る一つの物語で完結している。更に、両者は要素（b｝ー（d）、（町（g）を欠いている点から判断し

て、 MSV系統の伝本とは最も隔たりがある。

• Ii雑宝蔵経』の所伝は要素（d）を含む点で、 MSV系統の伝本と類似を見せるが（T485c26-29）、

要素（c)(e)(g）を欠き、過去世物語が難陀をカーシーの王、仏陀を猿王とする動物寓話一話で

完結している点で（T468b15--c25）、 r増ー阿含経』の所伝は、要素（b）一（e）、（g）一（h）を欠く点

で、 MSVの所伝とかなり聞きがある。しかし、地獄の記述を含んでいる点では、いずれも

MSVの所伝と共通する（T486bl-8・T592a20-27）。 MSVを著した根本説一切有部は夙に知

られているように、北インドのマトゥラーを中心に発展した部派であり、かっ『雑宝蔵経』、

『増ー阿合経』の成立はいずれもこ～三世紀の西北インドと推定されているから12、ほぽ同

時代に成立した Saundに地獄の記述が見られない点を併せて考えるならば13、この記述は、

遅くとも紀元前後までに西北インドで付加されたものと推定される。

3. MSV、Av・kip、『仏本行集経』に共通する記述

以上の考察から、 Av-kipの所伝は、 MSV14、『仏本行集経』の所伝と共通する多くの要素を含

んでおり、これら二伝本と近い関係にあることが知られた。そこで、以下に三伝本に共通する要

素を順に見ていくことにしよう。

3. 1.妻を描く難陀

まず初めに、世尊の言葉に従って出家した難陀が、妻孫陀利を想起する場面を見ょう。 MSV系

統の三伝本には、難陀が妻との別離に苦しむ余り、彼女の姿を描いたことを述べる次のような一

節が見られる。

uSaundの資料の問題は、馬鳴の所属部派に関する問題と相倹って、それを特定することは非常に困難である。彼

の所属部派については、 SylvainLeviの説一切有部説以降、機伽行派説（松濡誠廉氏）、多間部或いは鶏胤部説（E.H. 
Johnston）、経量部説（金倉円照氏、本庄良文氏）などが立てられている。 Johnston[1936: xl］は、 Saundに説かれる教

義の骨子は、 Aliguttar刀－NikayaIV 166-168に倣って著されたものであろうという見解を述べる。

12干潟［1954:119］は、『雑宝蔵経』の説話中に、 (1）ガンダーラ地方にその彫像がよく見られる噴野鬼神（λ~avaka) 
の前世物語を含んでいること、（2）ミリンダ王とナーガセーナ長老に関する記述があること、（3）カニシカ王が馬鳴、大
臣マータラ、医師チャラカを友人としていたという記述があることの三点を根拠に、その成立をカニシカ王時代より
やや後の西北インドと見る。

13 Johnston [ 1936: xvii-xviii］は、 j馬鳴の諸作品中に見られる『ラーマーヤナ』の影響や、 SaundやBuddhacaritaの官

頭部で、釈迦族のイクシュヴアーク王朝起源を強調している点などから、彼が明らかに出身地の Saketa（アヨーデイ

ヤー）と歴史的に関わっていたという見解を述べる。この点を考慮すると、馬鳴は中インド～東インドの伝承に依っ
てSaundを著した可能性がある。

1~2.3 に述べたように、漢訳『根本説一切有部律雑事』の所伝は MSV とほぼ同系の伝本と考えられるから、以下で
はMSVに向じものとして扱う。
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[Av・kipXI 54] 

iti saipcintya sa sanair alilekha sllitale I 

sundar同Ekatham apy asrusnatakampakul泊guliザII

このように考えて、涙に洗われ、震えを抑えることができない指をした彼は15、石

の表面に、ゆっくりと、辛うじて孫陀利を描いた。

[MSVD12lb6ー・1;P116b←・7] 
de nas dus gzhan zhig na tshe dang ldan pa dga’bo phyogs gzhan zhig na rdo leb la ’dug 

pa dang I des shin tu bzang mo dran nas des de rdo leb de la ri lus bri bar brtsams pa 

dang 11> 

そして或る時、難陀長老は、或る場所で石の座の上に座した。〔そして〕彼は孫陀羅

のことを強〈想起し、それによって彼女をその石の座の上に赤璽（riIu）で描き始め

ると、

［仏本行集経T913a7-11]

還憶彼女釈孫陀利。念其色欲。不行発行。欲捨其戒。還本家宅。以是因縁恒画彼女孫

陀利像。後於一時。至阿蘭若空間之処。或取甑瓦。或取木板。画此釈女孫陀利像(1）。

3. 2.庵を塵で満たし、難陀を阻む仏陀

次に、妻との別離に耐えられず逃走を試みた難陀が、仏陀の起こした塵の神変によって阻まれ

る場面を見てみよう。ここでも、 MSV系伝本には全く同じ記述を見ることができる。

1katham apy asru-] Ex conj. de Jong; mukhamuktiisru-Ed; katham asy asru・DZ.

l)［根本説一切有部律雑事T252a15-1句後於一時難陀在石上坐憶孫陀羅。即於石上画作其像。 （西本［1935:166］「後
に一時に於て難陀は石上に在りて坐して孫陀羅を憶し、即ち石上に於て画いて其像を作れり。」）

(I）常盤・美濃［1934:444］「還りて彼の女揮孫陀利を憶ひ、其の色欲を念じて党行を行ぜず、其の戒を捨てて、本の
家宅に還らんと欲す。是の因縁を以て、恒に彼の女孫陪利の像を画く。後に一時、阿蘭若空間の処に至り、或は甑瓦を
取り、或は木板を取りて、此の釈女孫陀利の像を画き、」

!Sd句については、解釈が二通りに分かれる。、srusniita－”「涙に暮れた」と“kamp紘叫泊g叫i-"r指の震えを抑えるこ
とのできない」の二つの形容詞が共にa句の、a”「彼（難陀）」を形容していると見るならば、「涙に暮すL、指の震えを抑
えることのできない〔彼（難陀）〕」という vise~a~obhayapadakarmadhiiraya として解釈可能である。また、“asrusniita－”
「涙に洗われたJ と“kampiikula－”「震えを抑えることのできないJ というこつの形容詞が共に、砲uli岨”「指」を形容し
ていると見るならば、「涙に洗われ、震えを抑えることができない指をした〔彼（難陀）〕」という bahuvrThiとして解釈
できる。相当する Tib.はmchimas bkrus shing’dar ba yis’khrugs pa’i sor mos「涙で泳浴し、震えで乱れた指を使って」
と解釈する。“asrusniita－”という表現は、 Vidyiikara(11 世紀）の著した詞華集 Subhii~itaratnako~a における Bii~a の詩
に用例が見られ、“stanayuga－”「乳房Jの形容句として用いられている。

stanayugam &Sr凶nii旬平 samipataravartihrdayasokiigne~I 

carati vimuktiihiiraiμ vratam iva bhavato ripustni:iiim 1141.54 (1434) II 

Ingalls [1965: 381] The breasts of your enemy’s wives seem to practice penance. F1α・going their feasts of 
necklaces and having bathed in t伺 rs,they sit right next the fire of their heart’s grief. （強調は筆者による）
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[Av-kip沼 84-85]

ta ta与kadiicidadisya nandam asramamiir ane I 

apannanugrahavyagraJ:i2 prayayau bhagaviin punaJ:i II 

tacchiisan蹴pravrttasyanandasyiisramasodhane I 

no bhiital昼dapayayau rajo raga iviisayiit II 

そして或る時、難陀に庵を掃き清めるよう指示し、世尊は苦しむ者に恩恵を施すこ

とで心がいっぱいであったので、再び去って行った。彼の命令に従って、難陀は庵を

掃き清めることに従事していたが、 〔彼の〕心から色欲が〔決して消え失せることが

なかった〕ように、地表から換は決して消え失せることがなかった。

[MSV D120b2: P11Sb2-4] 

dga’bos bsams pa I gtsug lag khang phyags la’gro’o snyams n筒 desphyag dar byas pa 

dang I bcom ldan’das匂isgang gi tshe khyams cig phyags pa de’i tshe gnyis pa phyag 
dar gyis gang bar gyur pa de ltar byin gyis brlabs so I des bsams pa I phyag dar bor la 

’gro'o sny副nnas des phyags ma bzhag ste phyag dar dbo bar brtsams pa dang I zad 
parmagy町 nasdes bsams pa 12> 

難陀は「寺院を掃除しに行こう。」と考えて、彼は掃き清めると、世尊は一つの中庭

が掃き清められたその時、二番目〔の庭〕を塵でいっぱいにするという、そのような

神変を起こした。彼は「塵を捨てに行こう。」と思い、彼は帯を置いて塵を捨て始める

と、〔塵は〕尽きることがなかった。 〔そこで〕彼は考えた。

I仏本行集経T913c24-29]

今者世尊。己赴他請。往於東落。我今可得自往向家。作是念日。顧見知来所住之房。

多有糞土。見己作念。我今先往掃彼糞積。然後向家。作是念己。執持掃帯。往掃彼房。

其掃一辺。風来還吹。土草満地。更須報掃（2）。

3. 3.独覚を供養し、仏塔を建立する長者

最後に、物語の末尾で説かれる難陀の過去世物語について見てみよう。先に図示したように、過

去世物語はSaund、r増ー阿合経』の所伝を除く全ての伝本に存するが、パーリ及び『雑宝蔵経』

2iipannanugraha-] Ex conj. de Jong; iisaniinugraha-EdDZ. 

均I根本説一切有部律雑事’f251c6』・9］我掃地了即可還家。遂便掃地。世尊観知以神通力令掃浄処糞穣遍満。復作是念。
我除糞積方可言帰。放帯収持糞積無尽。 （西本［1935:165］「「我れ地を掃き了らんに即ち可しく家に還るべし」。遂に
便ち地を掃けるに、世尊は観知して神通力を以て掃浄処をして糞織運満たさしめたまへり。復是念を作さく、「我れ糞
織を除かんに方に可しく帰を言ぶぺしJ。第を放ちて収持せるも糞織尽くるなかりき。J)

ω常盤・美濃［1934:447］「『今、世尊は己に他の請に赴きて衆落に往きたまふ。我、今自ら往きて家に向ふを得べし』
と。是の念を作し己り、如来所住の房を顧見するに、多く糞土有り、見己りて念を作すらく、『我、今先づ往きて彼の
糞械を掃ひ、然る後家に向はん』と。是の念を作し己るや、掃帯を執持して、往きて彼の房を掃き、其の一辺を掃く
に、風来りて還た吹き、土草地に満ちて更に報掃を須つ。」
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所伝の過去世物語が動物寓話的なー話の過去世物語で完結しているのに対し、 MSV系伝本には、

順序と内容に差異こそ見られるものの、等しく四つの物語が存している。うち、以下に示す独覚

を供養する長者とクリキン王の息子の物語は、 MSV、Av-kip、『仏本行集経』の中に、ほぽ同じも

のを見出すことができる。

[Av-kip XI 14Scd-146] 

tatpul).yapr叫idhanenajato grhapate与kule11 

sa pm}ya銅時pratyekabuddhopasthiyaka与P町通I 

stiiprup cakre 8obhamana甲milabhyabharaJ}oijvalam3II 

その福徳によって〔長者の家柄に生まれたいと〕誓願〔を立てたこと〕によって、

〔彼（マイトラ）は〕、長者の家柄に生まれた。彼は善い行いを常になす者であり、昔、

独覚の世話人として、花環の飾りによって光り輝く美しい仏塔を建立した。

[MSV DlS6aS-1S6b7; P148bS-149a6] 

dge slong dag sngon byung ba ri brags shig na khyim bdag phyug pa I nor m組 gpa I longs 

spyod che ba zhig gn錨 teI de la skyed3> mos tshal me tog dang I ’br儲 budang I rtsa ba 

sna tshogs dang I chu phun sum tshogs pa I shing mam pa sna tshogs kyis brgyan pa rab佃

byung ba'i skye bo dang mthun pa4> zhig yod do l…de nas rang sangs rgyas shig ljongs 
rgyu5> zhing ri brags der phyin te I de gn儲 tsholzhing phan tshun rgyu ba na I skyed mos 

tshal der phyin pa dang I …［D156b2; Pl49al] des血OSn出 rab加 dga’baskyes te I rings pa 

rings par song6> ste rkang pa la g加gsnas smr邸 paI 'phags pa khyod ni bsod snyoms don 

du gnyer pa I bdag ni bsod nams 7> don du gnyer ba lags na skyed mos tshal’di nyid 
du bzhugs su gsol I bdag gis khyod kyi bsod snyoms sbyar bar bgyi’08> I des khas blangs 
nas de der bsam gtan dang I mam p紅 tharpa dang I ting nge’dzin dang I snyoms par’jug 

pa’i bde ba nyams su myong bar byed cing I dus cung zad cig ’dug n錨 desbsams pa I bdag 

gis lus rul pa’dis thob par bya ba gang yin pa de ni thob zin gyi ma Ia9> bdag zhi ba mya 

ngan las 'das pa’i dbyings su ’jug go snyam du rig nas’bar ba dang I gsal ba dang I char ’bab 

pa dang I glog’gyu ba’i cho’phrul dag byas te I phung po’i lhag ma ma lus pa’i myang加

las’das pがidbyings su yongs su mya ngan l回’dasso…［D156b6; P149a5] de nas khyim 

bdag des dri thams cad kyi bsreg shing dag beer nas bsregs te10> I bsreg shing de dag 

’o mas bsad do I rus pa de mams bum pa sar par bcug ste I rus pa’i mchod rten byas 

3-abhyabhara1.10jjvalam] conj.; -abhivara9 ~valam Ed; -abhibhara9ojalam DZ. 

3>skyed] D; bskyed P. 
~lmthun p唖］ D；’thunpa P. 
5>rgyu ] D; rgyu b岨rgyuP. 
6>song] D; om. P. 
1>nams ] D; mams P. 
B>bgyi’o] D; gyi'o P. 
9>ma Ia) conj.; mal DP. 
10>bsregs ] D; bsreg P. 
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nas gdugs dang I rgyal mtshan dang I ha dan dag btsugs so I btsugs nas dad pa skyes te 

I de nas gur gum gyis bskus nas dri’i lag ris sum bcu byas so 111) 

比丘達よ、昔或る岩山に富裕で、財力のある、生活の豊かな一人の長者がおり、そ

こには花と果実と様々な草とよい水と様々な種類の木に飾られ、出家者に相応しい或

る園林があった160 ・・・（中略）・・・その時、一人の独覚が地方を遊行していると、

その岩山に着いた。〔それから〕彼は場所を探してあちこち歩き回って、その園林に着

いた。・・・（中略）・・・彼（長者）は聞いて非常に喜んで、急いで行って足に触れて

言った。 「聖者よ、爾が施しを得ょうとする者〔であり〕、私が福徳を得ようとする者

であるからには、この園林にとどまって下さい。私は爾の施しを用意しよう。」と。

彼は受け入れて、そこで禅定と解脱と三昧と入観の楽を事受して、暫くの間座して考

えた。「私はこの腐る身体で得られるべきものは得終えたが、鳴呼、私は寂静なる浬

繋界に入ろう。」と考えて、〔火光定に入って〕火焔と光と雨と稲妻の神変をなして17、

無余依浬繋界において完全な浬繋を証した。 ・・・（中略）・・・そしてその長者は全

ての香りのある薪を積み上げて焼いて、その薪を乳で消した。〔彼は〕その遺骨を新

しい聾の中に入れて遺骨の仏塔を建立し、天蓋と瞳と臓を置いた180 〔彼は〕置いてか

ら、信心を生じて、それから蕃紅花を塗って、香りのする三十の掌の模様をなした。

［仏本行集経T917a25-b6]

於後一生。生一大富長者之家。父母養育。随時長大。意智漸漸。皆得成就爾時童子

其家恒有一闘支仏。為作門師。数数至家。彼閥支仏。可意端正。具足三十大丈夫相。

而彼童子恒以四事。供養供給彼闘支仏。尽其ー形。無所乏少。其闘支仏尽其住世。然

後浬盤爾時長者見開支仏命終浬盤。即取彼身。知法闇毘。収取舎利。起塔供養。以泥

11）［根本説一切有部律雑事T26lb2仏屯12］乃往過去於衆落中。有一長者大富多財資生無乏。有一苑園花菓茂盛。流泉浴
池林木森嫌。堪出家人棲隠之処。・・・（中略）・・・子時有一独覚尊者。遊行人間至斯緊落。周旋観察届彼圏中。

（中略）・・・長者間己疾往圏中。礼双足己作如是言。聖者仁為求食我為福岡。幸住此圃我常施食。彼見態態即便為受。

住此圏内入勝妙定解脱之薬。復作是念我此臭身輪廻生死。所応作者並己獲得。宜入円寂永証無生。作是念日即昇虚空。

入火光定現諸神変。放大光明上燭紅輝下流清水。捨此身己神識不生。永証無余妙浬繋界。時彼長者取其屍骸。焚以香木

復持乳汁而滅其火。淑余身骨置新瓶中。造宣告堵波懸諸施蓋。深生敬信濃三十種衆妙香水。（西本［1935:196-197］「乃
往過去に緊落中に於て一長者あり、大富多財にして資生に乏くるなく、一苑園ありて花菓茂盛し流泉浴池（多く）林木

森燥して出家人棲臆の処に堪へたり。・・・（中略）・・・時にー独覚尊者あり人間に遊行して斯衆落に至り、周旋し観

察して彼圏中に届りしに・・・（中略）・・・長者は聞き己るに疾く圏中に往き、双足を礼し己りて是の如き言を作さ

く、「聖者、仁為に食を求めんに我れ福因を為さん、幸に此闘に住まりたまはんことを、我れ常に施食しまつればJ。彼

れ懸勲なるを見て即ち便ち為に受け此圏内住まりて勝妙の定・解脱の薬に入りぬ。復是念を作さく、「我れ此臭身もて

生死に輪廻せるも作すべき所の者は並に巳に獲得せり、宜しく円寂に入りて永く無生を証すぺし」。是念を作し己るに

即ち虚空に昇りて火光定に入札諸の神変を現じて大光明を放ち、上に紅輝を燭らして下に清水を流し、此身を捨て巳

るに神識生ぜず、永く無余依妙浬築界を証せり。時に彼長者は其屍骸を取りて焚くに香木を以てし、復乳汁を持して

而し其火を滅し、余の身骨を収りて新瓶中に置れ、草壁堵波を造りて諸の施蓋を懸け、深く敬信を生じて三十種の衆の妙

香水を漉ぎ、」

16「富裕で～長者がおり」に想定される Skt.はgrhapatiりprativasatiac:lhyo mahi'idhano mahabhogo ...である。この定型

句の用例については、平岡［2002:154-155］参照。
17この種の神変に関する記述は、 MSV中に定型表現としてしばしば現れ、 Divy 144.17-18においても、
jvalanatapanavar号al}avidyotanapratih孟ryi'iQikrtvaという形で、ほぽ同じものを見ることができる。

18該当箇所に対応する Skt.の定型表現は Divy583.24-26においても、 sarvagandhaka号thaisciti'if!l citva dhmapitaりlsa 

cita k~Ir巴明 nirvapiti'i I tany asthfni nave kumbhe prak号ipyasarirastUp幼 prati~thapitaり I chatradhvajapatakas caropitaりとし通う
形で等しく見ることができる。
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塗飾復以石灰。重塗其上。以荘厳故。懸諸種種宝珠壊洛（3）。

3. 4.仏塔に天蓋を置くクリキン王の息子

先に述べたように、 MSV系三伝本には、難陀が前世でクリキン王の息子であった時、迦葉仏

の仏塔に天蓋を置いて誓願を立てたという、次のような内容の過去世物語を等しく見ることがで

きる。

[Av-kip XI 147-149] 

tatpm;1.yapra9idhanena krk＇吟ka釘pate)}su知事l

so’bhavad dyutiman nama divyalak~a早alak~i旬与 II

kasyapasyarha旬I}samyaksaipbuddhasyantanirvrtau I 

saptaratnamaye stupe krte kaSimaln"bhuja II 

tatsiinur dyutiman haimacchatram aropya bhasvaram I 

jat部旬tprai:iidhanenanandaりsakyakule’dhunaII 

その福徳によって〔王の息子に生まれたいと〕誓願〔を立てたこと〕で、彼はカー

シーのクリキン（区.rkin）王のドゥユティマット（Dyutimat）という名の、神々しい相

によって特徴付けられた息子となった。阿羅漢、正等覚者、迦葉仏がついに入滅して、

七宝から成る仏塔がカーシーの王によって建立された時、彼の息子ドゥユティマット

は、光り輝〈黄金の宝蓋を〔仏塔の上に〕置いて、その誓願によって、今、難陀とし

て釈迦族に生まれた。

[MSV D157a6-157b4; P149bl-150al] 

dge slong dag sngon byung ba bskal 戸 bzangpo’di nyid la skye dgu' i tshe lo nyi khri 

thub pa na ston pa…bcom ldan’das [D157bl］’od srung zhes bya ba下grten du byung 
ste I de grong khyer ba ra Q.a sI na rten cing drang釘ongsmra ba ri dags kyi nags na bzhugs 

so I de’i臼hede’i dos na ba ra na si na昭yalpo kri恒 zhesbya ba rgyal srid byed du 
’＇jug ste I…培yalpo de la bu gsum s旬 Irab dang I ’bring po dang I tha chungs so I gang gi 

tshe yang dag par rdzogs pa’i sangs rgy邸’odsrung sangs rgyas kyi mdzad pa mtha’ 
dag mdzad nas bud shing zad pa’i me bzhin du phung po'i lhag ma med pa’i myangas 
las’das pa’i dbyings su yongs su mya ngan las’das pa de’i tshe rgyal po kri kis de’i 
sku la mchod pa byas nas rin po che bzhi las byas pa mchod rten khor yug tu dpag 

tshad gcig pa I [P150al］’phang du dpag tshad phyed pa zhig brtsigs so I de la gdugs 

。）常盤・美濃［1934:457-458）「後の一生に於て）大富長者の家に生れ、父母の養育にて、随時に長大し、意智漸漸
に皆成就するを得たり。爾の時童子、其の家に恒にー酔支仏有り、為めに門師と作りて、数数家に至る。彼の酔支仏
は、憲ぶべ〈端正に、三十大丈夫の相を具足せり。而して彼の童子、恒に四事を以て、彼の闘支仏を供養し供給し、其
のー形を尽して、乏少する所無し。其の僻支仏、其の住世を尽して、然る後浬紫したまふ。爾の時長者、酔支仏の命終
浬繋せるを見、即ち彼の身を取りて、如法に闇毘し、舎利を収取して、塔を起てて供養し、泥塗を以て飾り、復石灰を
以て、重ねて其の上に塗り、荘厳するを以ての故に、諸種種の宝珠の理洛を懸け、」

可

tpo 
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’dogs par byed pa na12) rgyal po kri ki’i bu ’bring po dad pa skyes nas gdugs ’bring 
zhig btags so 113) 

比丘達よ、昔まさにこの賢劫において人間の寿命が二万歳となった時、…世尊、迦

葉という師が世界に現れた。彼はパーラーナシーの都城近くの、リシパタナという鹿

野苑に住していた19。その時、パーラーナシーではクリキンという王が統治に乗り出

していて・・・（中略）・・・ 20その王に三人の子供がおり、長男と次男と三男であっ

た。正等覚者迦葉があらゆる仏陀の行いをなして薪の尽きた火の知く、無余依浬繋界

で完全に入滅した時、その時クリキン王は彼の遺骨を供養して、四宝から造られた、

周囲ー由旬、高さ半由旬の仏塔を建立した21。それに天蓋を取り付ける時、クリキン

王の次男は浄信を生じて、中蓋を取り付けた。

［仏本行集経T917b12-28]

於後復生波羅捺因。彼時有王名古利戸。以為彼子。於爾之時乃有一仏。出現於世。名

目迦葉多他伽多阿羅詞三貌三仏陀。然彼世尊随其住世。減度日後。吉利戸王純以七宝。

為造塔廟。所調金銀頗梨琉璃。及赤真珠珊瑚馬瑠。其宝塔外。更以粗甑。重覆其上。

其塔高峻。至ー由旬。東西縦広。各半由旬。為作銘記。名日達舎婆陵迦爾時吉利戸王。

所生七子愈白玉言。善哉大王。当知我等欲於迦葉多他伽多阿羅諦三貌三仏陀舎利塔上。

各各奉施一大傘蓋以覆其塔。善哉大王。願垂聴許。王告之言。任随汝等。我今聴造

爾時彼等諸七王子各以ー宝。造其一葦。覆其塔上。或造金蓋。或造銀蓋。乃至或造

腐瑞等蓋。其七子内。第二王子。造其金蓋。以覆塔上。心発是願（4）。

12lna] P; ni D. 

13）［根本説一切有部律雑事T261c19-2町過去世時此賢劫中人寿二万歳。有迦摂波仏出現世間。十号具足在婆羅癌斯仙
人堕処施鹿林中依止而住。時彼城中玉名詑栗棋。以法化世為大法王。広知上説。王有三子謂大中小彼迦摂渡仏施化事
畢。猶如火尽入大浬祭。其王信敬取仏余身。以諸香木栴檀沈水海岸牛頭天木香等。焚焼既詑滅以香乳。収其舎利置金
宝瓶。造大牢堵波皆周四宝。縦広正等一蹴膳那高半践稽B~o 安相輪時王之中子親上中蓋。 （西本［1935:197-198］「過
去世の時此賢劫の中人寿二万歳に、迦摂波仏あり世間に出現して十号具足したまへるが、婆羅癌斯仙人堕処施鹿林中に
在りて依止して住したまひき。時に彼城中に王あり詑栗相と名づけ、法を以て世を化して大法王と為り、・・・・・・広
く上に説けるが如し・・・・・・王に三子有り、謂はく大と中と小なりき。彼の迦摂波仏は化を施すの事畢りて、猶し
火の尽きたるが如くに大浬繋に入りしに、其王は信敬して仏の余身を取り、諸の香木・・・・・・栴檀・沈水・海岸・
牛頭・天木香等なり・・・・・・を以て焚焼し、既にして（焚焼し）詑りて滅するに香乳を以てし、其舎利を収りて金
宝瓶に置れ、大容堵波を造りて皆四宝を用ひ、縦広正等してー蹄繕那・高さ半勝繕那なりしが、相輸を安かんとせる
時、王の中子は親ら中蓋を上れり。」）

(4）常盤・美濃［1934:458］「後に復波緩榛国に生る。彼の時王有り、吉利戸（Krki）と名け、以て彼の子と為る。爾の
時に乃ちー仏有り、世に出現したまふ。名けて迦葉多（Kasyap也）他伽多・阿羅詞・三貌三仏陀といふ。然るに彼の世
尊、其の住世に随ひ、滅度し己りて後、吉利戸王は、純ら七宝を以て為めに塔廟を作る。所謂、金・銀・頗梨・琉璃・
及び赤真珠・珊瑚・馬硲なり。其の宝塔の外に、更に重量躯を以て重ねて其の上を覆ふ。其の塔、高峻にしてー由旬に至
り、東西の縦広各半由旬、為めに銘記を作り、名けて達舎婆陵伽（Dasalinga？）といふ。爾の時吉利戸王所生の七子、

19「比丘遺よ～住していた」に想定される Skt.はbhiitapiirvarpbhik将.voasminn eva bhadrakalpe viqlSativar~asahasrayu号i
pr吋aylirpkasyapo nlima…sastli loka udapadi…buddho bhagavan I sa varai:iasfql naga行mupanisritya viharati r~ipa阻ne
mrgadaveである。以上の定型句の用例については、平岡［2002:16句を参照。
20「その時～乗り出していて」に想定される Skt.はtasminklile tasmin samay巴var百平asyarpnagaryiiql kfkf nama r可a
rajyarp kartum arabdhaりであり、クリキン王の定型句として Avs2.124.13-14においても、 tenakhalu samayena viiriil)asyarp 
nagaryarp kfkf r司亘r可yaqlkiirayatiという形で、ほぽ同じものを見ることができる。
21「正等覚者～建立した」に想定される Skt.は atha kasyapaり samyaksaqlbuddha~ sakalaf!l buddhakiiryarp 
krtvendhanak号ayiidivagnir nirupadhise符 nirviiりadhiitauparinirvrtal). I tasya r司自主krkii:ia farfre farfrap吋iiqlkftvii samantay-
ojanas catiiratnamaya stupal). prati号~hapitaりkrosamuc四 tvenaIであり、 Avs2.76.13-15にも同様の定型表現が見られる。
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4. Av-kipと『仏本行集経』に共通する記述

以上のように、 Av-klp、MSV、『仏本行集経』の所伝には両内容の要素が複数存在し、大筋にお

いては、三伝本は同系統に属していると見ることができる。しかし、これを根拠に、 Av-klpの所

伝がMSVの所伝に基づいて著された、と直ちに結論付けることはできない。何故なら、 Av-klp

の所伝には、 MSVの所伝には見られない、或いはMSVの所伝と相違する記述が含まれているか

らである。例えば、 Av-klpに見られる要素（i）「神変を用いて水瓶を空にし、難陀を阻む仏陀」（v.

86) (ii）「習気の轍えを述べる仏陀」（vv.93-94) (iii）「毘婆戸仏の仏塔を建立し、比丘の僧団を体

浴させるバラモンの息子の物語」（vv.143-144）は、 MSVの所伝には見られない。ところが、興

味深いことに、要素（i｝一（iii）は、ほぽ同じものを、同じく MSV系統の伝本である r仏本行集経』

の所伝の中に見ることができる。

4. 1.水瓶を空にして難陀を阻む仏陀

Av-klp第86詩節では、妻の元へ戻ろうとする難陀を、仏陀が神変を用い、水瓶を空にして阻ん

だことが次のように述べられる。

[Av・kipXI 86] 

tasyahartuip gatasyatha salilaip p訂ibhogikamI 

m由u年pむ平踊amutk号ipta年錨nyaevabhavad ghata与II

それから彼は、〔世尊が〕用いる水を取りに行ったが、水瓶は幾度も〔水を〕満たし

て立てて置かれていたにもかかわらず、全く空になっていた。

これに相当する MSVの記述は、次の通りである。

[MSV D120b4-S; Pl1Sb4-S] 

gnas khang mams kyi sgo gcad14> la ’gro’o snyam nas des gnas khang mams kyi sgo gcod 

par brtsams pa dang I bcom ldan’das kyis15> de gang gi tshe gnas khang gcig gi sgo gcad16> 

pa de’i tshe gzhan phye 17> b紅 gyurpa delta bur byin gyis brlabs pas de skyo n部 smraspa 
118) 

14>gcad] conj.; bead DP. 
15>kyis ] D; kyi P. 
16>gcad] P; bead D. 

17>phye] conj.; bye PD. 

18）［根本説一切有部律雑事T251c9-11]

復作是念。閉戸而去。世尊即令聞一戸寛。更閉余戸彼戸便開。（西本［1935:165）「復是念を作さく、「戸を閉ぢて而
し去らん」。世尊即ち一戸を閉ぢ寛りて更に余戸を閉ぢんとして彼戸をして便ち聞かしめたまひければ、J)

愈王に白して言はく、「善い哉、大王当に知るべし、我等は迦葉多他伽多・阿羅詞・三窺三仏陀の舎利塔上に、各各一
大傘蓋を奉施し、以て其の塔を覆はんと欲す。善い哉、大玉、願はくは聴許を垂れたまへ」。玉之に告げて言はく、「汝
等に任随して、我今造ることを聴す」。爾の時彼等諸の七王子、各一宝を以て、其のー蓋を造りて其の塔上を覆ひ、或
は金蓋を造り、或は銀蓋を造り、乃至、或は磁瑞等の蓋を造る。其の七子の内、第二の王子は其の金蓋を造りて以て塔
上を覆ひ、心に是の顕を発す、」
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〔難陀が〕僧院の扉を閉めに行こうと考えて、彼が僧院の扉を閉めようとすると、

世尊は、彼が一つの僧院の扉を閉めた時、他〔の扉〕が開くというそのような神変を

起こしたので、彼は悩まされて言った。

つまり、僧院の扉を閉めて立ち去ろうとした難陀を、仏陀が神変を用いて扉を開〈ことによっ

て阻んだと述べており、仏陀の起こした神変の内容について、 Av-klpの所伝と相違が見られる。

ところが、 r仏本行集経』の所伝には、神変の順序に相違があるものの、 Av-klpの所伝と同じ内容

のものを以下のような形で見ることができる22。

［仏本行集経T913c29』914a3]

nこの扉の神変で難陀を阻む仏陀に関する記述は、 r仏本行集経』中にも以下のような形で見ることができるカえ MSV
の所伝が「直の神変」→「扉の神変」の順序で仏陀の神変を記述し、水瓶の神変の記述を欠くのに対し、『仏本行集経』

の所伝は、水掘の神変の記述を含み、「扉の神変」→「水瓶の神変」→「直の神変」の順で記述する点に相違が見られ
る。 Av-klpの所伝は、扉の神変に関する記述を欠く。

［仏本行集経913b2-2司

長老難陀。作如是念。世尊己入来落乞食。我今当得還其家内

爾時難陀。遂見世尊房門不閉作知是念我閉此門。然後遺去

即閉彼門。見合利弗房門復開。即復往閉舎利弗門

既閉彼門。其目提連房門復開。尋即閉彼自連房門

既閉彼門。見大迦葉房門復開。尋即往聞大迦葉門

既閉彼門。復見摩詞迦傭延房。其門復開。尋復往閉迦蹄延門

既閉彼門。又見優楼頻螺咽葉房門復開。尋即往間優楼頻愈迦葉房門。既閉彼己。那提迦葉房門復開。

尋復往閉那提房門

既閉彼己。伽耶迦葉房門復開。爾時難陀。尋復閉彼伽耶房門

既閉彼日。優波斯那房門復開。閉峨門日。見倶郡耀房門復開 既閉彼己。復見摩調専陀門開。閉
彼門己。見利婆多房門復開。閉彼門己。見優渡離波多房門復開 如是次第。閉一門己。第二門開。閉
第三巴。第四門開。彼見其門ー開ー問。（常盤・美浪［1935:445-446］「長老難陀、是の知き念を作す、
『世尊は己に衆落に入りて、食を乞ひたまふ。我、今当に其の家内に還るを得べし』。爾の時難陀、遂に
世尊の房門の閉ぢざるを見、是の如き念を作す、『我、此の門を閉ぢて、然る後還り去らん』と。即ち彼
の門を閉づるに、舎利弗の房門の復聞くを見、即ち復往きて舎利弗の門を閉づ。既に彼の門を閉づるに、
其の目提速の房門、復聞きたれば、尋いで即ち彼の目速の房門を閉づ。既に彼の門を閉づるや、大迦葉
の房門、復開けるを見て、尋いで即ち往きて大迦葉の門を閉ぢ、既に彼の門を閉ぢて、復摩詞迦勝延の房
を見るに、其の門復聞きたれば、尋いで復往きて迦勝延の門を閉ぢ、既に彼の門を閉ぢて、又優楼頻螺
迦葉の房門、復聞けるを見、尋いで即ち往きて優機頻螺迦葉の房門を閉ぢ、既に彼を閉ぢ己るや、那提
迦葉の房門、復聞きたれば、尋いで復往きて那提の房門を閉ぢ、既に彼を閉ぢ己るに、伽耶迦葉の房門
復聞く。爾の時難陀、尋いで復彼の伽耶の房門を閉ぢ、既に彼を閉ぢ巴るに、優波斯那の房門復聞きた

れば、彼の門を関ぢ己り、倶都羅の房門復開けるを見、既に彼を閉ぢ己り、復摩詞専陀の門の開けるを
見、彼の門を閉ぢ己るや、利婆多の房門復開けるを見、彼の門を閉ぢ己りて、優波離波多の房門の復聞
けるを見たり。是の如く次第に、一門を閉ぢ己れば、第二門聞き、第三を閉ぢ己れば、第四門闘し彼、
其の門のー開ー聞を見て、」）

また、神変で難陀を阻む仏陀に関する記述は、 2.3に示したように『雑宝蔵経』の所伝にも見られるが、同所伝の記

述では、世尊は神変を用いて水瓶を空にし、更に僧院の扉を聞いて難陀を臨んだと記述され、 3.2に示した、 MSV系伝
本に見られる「塵の神変を起こして難陀を阻む仏陀Jに関する記述を欠く。

I雑宝蔵経T485c26-486a3]

仏入城議。作是念言。当為汲水令満操瓶。然後遺帰。尋時汲水。ー瓶適満。一瓶復翻。知是経時。不能
満瓶。便作是言。倶不可満。使諸比丘来還自汲。我今但著瓶屋中。而棄之去。即閉房門。適閉ー扇。一
扇復開。逓閉一戸。一戸復開。更作是念。倶不可問。（美濃・常盤ほか［1931:265］「仏の城に入りたま
ひし後是念を作して言く、当に為に水を汲み操瓶を満さしめ然る後遺帰すべしと、尋ひで時に水を汲み

しに、一瓶適満つればー瓶復翻る、是の如く時を経給へしも瓶に満すること能はぎりしかば、便ち是言
を作さく、倶に満すべからざらん。諸の比丘来り還らば自ら汲むべし。我今但瓶屋中に著きて之を棄て

去らんと。即ち房門を閉ぢんとし、適ー扇を閉づればー扇復聞き、適一戸を閉づれば一戸復聞く、更に
是念を倶に閉づべからず、」）
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彼時難陀。復作是念。掃地且止。我先当令所有衆僧水操盟器。先著水満。然後向家。

作是念日。取彼操盟。将至水所。悉満盛水。其所満器。満己還覆（5）。

4. 2.習気の轍え

Av-klpの第93-94詩節には、妻への執着を断ち切れない難陀に仏陀が習気の轍えを述べる、次

のような記述が存在している。

[Av・kipXI 93-94] 

adhivasayati sparfalesenapi kusarp.gama年l

praklinnamatsyakm.iapat piitigandha ivodgat幼II

kalya~amitrasarµparka.J.i sarvatha kufalavaha年1

subhamoda iva vyapto yaちkarotimaharhatam II 

悪しき交わりは、恰も腐敗した魚の死骸から立ち昇る悪臭〔が、僅かに触れるだけ

で臭いを残す〕ように、僅かに接触するだけで〔悪〕影響を及ぼす。善き友との交わ

りは、恰も充ちた快い清香〔が、あらゆる点で幸福をもたらす〕ように、あらゆる点

で幸福をもたらす。〔何故なら〕その〔善き友との交わり〕は最高の価値ある境地をも

たらすのだから。

この記述はMSVの所伝には存在しないが、『仏本行集経』の所伝には、 Av-klpと同内容の偶文

を以下のような形で見出すことができる。

［仏本行集経914c8-9,25-26]

猶知在於魚鋪上以手執取ー把茅其人手即同魚臭親近悪友亦如是

若有手執沈水香及以奮香磨香等須奥執持香自染親附善友亦復然（6)

4. 3.昆婆戸仏の仏塔を建立し、比丘を体浴させるバラモンの息子

Av-klp第143-144詩節には、難陀が前世においてバラモンの息子であった時、毘婆戸仏の仏塔

を建立し、比丘の僧団を体浴させたことを述べる、次のような二つの過去世物語が見られる。

[Av-kip XI 143-145ab] 

stiipe vipasyinaりsamyaksarμbuddhasyarhataりpuraI 

nagaryam aru~avatyam aru~ena mahibh吋aII 

(5）常盤・美濃［1934:447］「彼の時難陀、復是の念を作す、 r地を掃くをEく止め、我先づ当に有らゆる衆僧の水没盟
器をして、先ず水に著けて満たしめ、然る後に家に向ふべし』。是の念を作し己りて、彼の漁盟を取り、将って水の所

に至り、悉く水を満し盛るに、其の満せる所の器、満ち己りて還覆へる。」
(6）常盤・美濃［1934:450）「『猶ほ魚鏑上に在りて 手を以てー把の茅を執取るに 其の人の手は即ち魚臭に同ずるが

如く 悪友に親近するも亦是の如し』 『若し手に沈水香及び書香磨香等を執る有りて 須奥執持せば香自ら染む

善友に親附するも亦復然り』」
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kriyama1).e4 maJ).imaye maitro nama dv討atm司aザl

mah a taりpu1).yabhagasya6bhagI karakataqi yayau II 

sa eva bhik~usaiµghasya jentakasnanasattraktt7 I 

昔、アルナーヴァティー（AruJ).3.vatI）という都城のアルナ（AruJ).a）という王によっ

て、正等覚者であり、阿羅漢である毘婆戸仏の仏塔が、宝珠を材として建立されてい

た時、マイトラ（Maitra）という名の再生族の息子が、偉大な福徳の分け前に与ろう

として23、建立者となった。同じ彼は、比丘の僧団のために、蒸風呂と体浴のための

家を造った。

これに対応する『仏本行集経』の過去世物語は次の通りである。

［仏本行集経917a2-24]

汝諸比丘。我念往昔九十一劫。時有一仏出現於世。名毘婆戸多他掲多阿羅阿三貌三仏

陀知来応供正遍知明行足善逝世閥解無上士調御丈夫天人師仏世尊。於彼世界王所居住。

彼有一城。名盤徒摩低。於時彼仏依彼城住。有諸比丘六千人。倶皆阿羅漢。時有一王。

名目盤頭。供養彼仏及比丘僧。尊重恭敬。所謂衣服臥具飲食。及諸湯薬房舎之具。無

所乏少

爾時盤頭摩低城内有一種姓婆羅門子。而彼童子営造温室。請仏及僧洗浴供養。其婆羅

門種姓童子。見諸比丘従温室出。身体清浄。甚大香潔無有臭気。見己心生歓喜。踊躍

遍満其体。不能自勝。心発是願。願我来世。常得如是清浄無垢不腹臭身。当似知是比

丘僧等清浄香潔無臭之身。又於後時毘婆戸仏多他伽多阿羅岡三毅三仏陀。入般浬盤。

其王盤頭。為彼世尊所有舎利。取四種宝。為造塔廟。所謂金銀琉塙頗梨。時彼種姓婆

羅門子。披按経営。当造彼塔。既造塔日。心作是願。願我来世恒常値遇如是世尊。彼

所説法。願我領解悉得証知。莫背彼法。生生世世。不入悪道（7）。

4kriyamar:ie ] Ex co吋.de Jong; kriyamar:io Ed; kriyamar:ia DZ. 
5dv詰亙tm付a与］DZ(d巴Jong);dvijanm司jaりEd.
6mahataちpu!fyabhiigasya]Ex conj. Tib. (chen po’i bgo skal gyi); mahataりpu!fyabhogasyaEdDZ. 
7jentiikasniinasattralqt] Ex conj. Yokochi; jantukiisthiinasatrakft Ed; jent亙kasthiinapatrakftDZ; jentiikasniinasatrakft Ex 
conj. de Jong. 

(7）美濃・常盤［1934:45ι457］「『汝諸の比丘、我念ふに、往昔九十一劫に時にー仏有りて世に出現したまひ、毘婆

戸（VipasyI）多佑掲多・阿羅阿・三窺三仏陀・知来・応供・正遍知・明行足・善逝・世間解・無上士・調御丈夫・天
人師・仏・世尊と名く。彼の世界の王の居住する所に於て、彼に一城有り、盤徒摩低（BandhumatI）と名づく。時に
彼の仏、彼の城に依りて住したまひ、諸の比丘六千人有り、俣に皆阿羅漢なり。時にー王あり、名けて盤頭（Bandhu?

Bandhuma? Bandhumatii）と日ふ。彼の仏、及び比丘僧を供養し、尊重恭敬す。所調、衣服・臥具・飲食・及び諸の湯

23該当箇所を Ed及びデルゲ版音写通りに読むと、「偉大な福徳の享受に与ろうとして」となり、意味が説明きれ

ない。従って mahat幼pur:iyabhogasyabhiigIをTib.bsod nams chen po’i bgo skal gyi ska! ldan byed poに従い、 mahataり
pu!fyabhiigasya bhiigI「偉大な福徳の分け前に与る者」に修正する。 pu!fyabhiiga－「福徳の分け前」に類似した表現は、
Ab hid.加rmako§avyakhya438.32にも、以下のような形で見ることができる。

pu~yabh孟giyamiti I pui;iyasya bhagal} priiptir iti pur:iyabhiigaりli~！aphalapriiptir ity arth功｜

舟橋［1987:528-529］順福分とは福徳の割り当て（bhaga) 〔即ち〕得することであるから、福分である。
可愛なる果を得すこと、という意味である。
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クシェーメーンドラ本スンダリー・ナンダ物語について（山崎）

『仏本行集経』の所伝は、 Av-klpの所伝と過去世物語の順序とその主人公と都城、都城の王の

名において相違こそあれ24、「バラモンの息子が比丘を体浴させ、毘婆戸仏の仏塔建立を行った」

とする過去世物語の内容はAv-klpのそれとほぼ同じである。ところが、 MSVの所伝の相当箇所

は次の知くに述べられる。

[MSV D153bl-155bl; P146a←148a2] 
dge slong dag sngon byung ba skye dgu rnams kyi tshe lo brgyad khri thub pa na ston 

pa…rnam p紅 gzigs油esbya ba mi’i ’jig rten du byung stel de ’khor dge slong ’bumphrag 
drug bcu rtsa gnyis dang ljongs rgyu zhing gshegs pa na rgyal po’i pho brang gnyen ldan du 

byon nas gnyen ld佃 kyitshal na bzhugs so I [P 146b 1] .・.de’i tshe rgyal po’i pho brang 
gnyen ldan na rgyal po gnyen ldan zhes bya ba rgyal srid byed du ’＇jug ste I ••• [D154al] 

de’i g.yas khyim gyi nu bo M’dod pa roams la shin tu chags par gyur to l…［D154al] 
de’i g.yas khyim gyi nu bo ni’dod pa la lhag p訂 chagspa dang ldan pas khyim nas ma 

byung ba dang I de la blon po’i bu dang I mdun na ’don gyi bu dang I gzhan yang chung po 

grogs mams kyis dong ste smras pa I grogs po rgyal po ni btsun mo’i’khor dang I gzhon 

nu dang I blon po dang I grong mi dang bcas te yang dag p訂 rdzogspa’i sangs rgyas mams 

rnam p訂 gzigsblta ba’i phyir gshegs na I khyod lta bu mi nyid myed dka’zhing shin tu 

myeddka’ba由obnas 'dod pa mams la shin tu chags n舗 khyimnas ma byung ngo I de de 

dag gis btams pa dang I snying la ngo tsha bar gyur nas de dag ’grogs te yang dag par rdzogs 

pa’i sangs rgyas mam par gzigs ga la ba der song ngo I…［P147a3] de la yang dag par 

rdzogs p’i sangs rgyas [D154bl] roam par gzigs kyis delta bu'i chos bshad do I des de 
thos nas de b品加gshegspa roam par gzigs la dad pa rnyed pa dang ldan te I stan las 

langs nas bla19) gos phrag pa gcig tu bzar2°> te I yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas 
rn副npar gzigs gala ba der21> logs su thal mo sbyar ba bdud nas yang dag par rdzogs 

pa’i錨 ngsrgy踊 roampar gzigs la’di skad ces gsol to I bcom ldan’das nyan thos kyi 
dge ’dun dang bcas te bdag gi sdum bar khrus khang gis22> khrus par mdzad par ci 
gnang I bcom ldan’das yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas rnam par gzigs kyis cang mi 

19>bJa ] P; blo D. 
20>bzar] P; gzar D. 
2nder] P; de D. 
22>gis] conj.; gi DP. 

薬、房舎の具、乏少する所なし。爾の時盤頭摩低城内に一種姓の婆羅門の子有り。彼の童子、温室を営造し、仏及び僧
を請じて洗浴供養す。其の婆羅門種姓の童子、諸比丘の温室より出づるや、身体清浄に、甚大香潔にして、臭気あるな

きを見、見己りて心に歓喜踊曜を生じ、其体に遍満し、自ら勝ふる能はず、心に是の願を発す。「願はくは我来世に常

に是の知き清浄無垢、不腫臭の身を得んこと、当に是の知き比丘僧等の清浄香潔無臭の身に似るペけん」。又後時に毘
婆戸仏・多他伽多・阿羅阿・三窺三仏陀の般浬盤に入りたまふや、其の王盤頭、彼の世尊の有らゆる舎利の為に、四種
の宝を取りて、為めに塔廟を造る。所謂、金・銀・琉璃・頗梨なり。時に彼の種姓婆羅門の子、当に検技経営して彼の
塔を造るべく、既に塔を造り己りて、心に是の顕を作す、「願はくは我来世に恒常に是の知き世尊に値過したてまつり、
彼の所説の法を、願はくは我領解して悉く証知するを得、彼の法に背くこと莫く、生生世世に悪道に入らざらん」と。」

2~バンドウマット（Skt.Bandhumat, Tib. gnyen Jdan，親慧、盤頭）王に関する記述は、 Avs第24,62-71, 81, 86, 88章
などに見られ、毘婆戸仏の同時代の王として、バンドゥマティーという都城を治めていたという定型句を以て描かれ

る。 Av-kip に見られる王の名アルナ（Aru~a，曙色）及び都の名アルナーヴァティーは他に典拠が見られず、この際、何
故名前を改直する必要があったのかは全く不明であるが、恐らくクシェーメーンドラによる改鼠と思われる。
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『比較論理学研究』（比較論理学研究プロジェクト研究センター報告）第6号

gsungs bas gnang ngo l…［D155bl; P148a2] de nas rgyal po’i nu bode dad 戸 skyesnas 

khrus kh佃 ggi nang du gshegs su gsol to 123) 

比丘達よ、昔人間の寿命が八万歳となった時、・・－（中略）・・・毘婆戸という師

が人間世界に現れた。彼は六万二千の比丘の取り巻きと地方遊行をしていた時、バン

ドウマティー（gnyenldan）という王宮に着き、バンドウマティーの園林に滞在してい

た。 ・・・（中略）・・・その時、バンドゥマティーの王宮ではバンドゥマットという

王が統治していて25、 ・・・（中略）・・・彼の異母弟は諸々の愛欲に酪く執着してい

た。・・・（中略）・・・彼の異母弟は愛欲に酷く執着していたので、家から出ずにいる

と、そこへ大臣の子息、宮廷祭官の子息、そして更に同年代の友人達がやってきて言っ

た。「友よ、王が妃の取り巻き、王子、大臣、都の人々を伴って、正等覚者、毘婆戸に

見える為に行っている時、爾の知き人は、得難く、誠に得難い人を得たにもかかわら

ず、諸々の愛欲に酷く執着して家から出ない。」彼等に言われて、心に差恥を覚え、彼

等と共に正等覚者毘婆戸のもとへ行った。 ・・・（中略）・・・そして正等覚者毘婆戸

はかく説法した。彼はそれを聞いて知来毘婆ドに静心を抱いて座から立ち上がり、上

衣を一方の肩に掛けて正等覚者毘婆戸のいる所に向かって合掌し、敬礼してから正等

覚者毘婆戸に次のように言った26。「世尊よ、声聞の僧固と一緒に私の邸宅の体浴場で

体浴していただけないか。」と。世尊、正等覚者毘婆戸は無言で許諾した。 ・・・（中

略）・・・そして、その王弟は浄信を生じて体浴場の中に入るよう請うた。

MSV所伝の過去世物語は、毘婆戸仏を体浴させる人物をバラモンの息子ではなく、バンドゥ

マット王の異母弟とする点でAv-kip、『仏本行集経』の所伝との相違が見られる。更に、バラモン

の息子が毘婆戸仏の仏塔を建立したという後半部（『仏本行集経』では前半）の物語は全く見られ

幻＞c根本説一切有部律雑事T260c15-26lb4］汝等諸芯錫。過去世時九十一劫人寿八万歳。有毘婆戸仏・・・（中略）・・．
世尊出現於世。与六万二千芯郷。遊行人間至親慧城王所都処往親慧林。 J!P於此住。・・・（中略）・・・時彼国主名目有
親。．．．王異母弟極耽控染。…其弟耽欲不肯出門。時大臣子及余知友撫塵之類詣而告目。善友知不。王及王子弁諸内宮
大巨人衆。往毘鉢戸仏所弱行礼敬。聴受妙法漣殊勝解。人身難得汝己得之。知何今時耽著姪欲不肯出門。彼問責己心
生慎恥。偽仰相随同行而去。・・・（中略）・・・仏観彼類称根欲性而為説法。既得聞日深趨信心。従座而起偏祖右肩。
合掌向仏白言世尊。唯願大師及諸聖衆。明至我家入温室湯治。仏黙然受・・・（中略）・・・時彼王弟引仏世尊。入温室
内授香水等以充湯浴。（西本［1935:194-196］「汝等諸芯錦、過去世の時九十一劫人寿八万歳にして毘婆戸仏・・・（中
略）・・・世尊ありて世に出現したまひ、六万二千の芯舗と与に人聞に遊行して親慧城王の都せる所の処に至り、親慧
林に往いて即ち此に於て住したまへり・・・（中略）・・・時に彼国主は名を有親と日ひ。・・・（中略）・・・王の異母
弟は極めて姪染に耽りき。・・・（中略）・・・其弟は欲に耽りて門を出づるを肯んぜざりしに。時に大臣の子及び余の
知友撫塵の類は詣りて告げて日〈、「善友、知れりや不や、王及び王子井びに諸の内宮・大臣・人衆は毘鉢戸仏所に往
いて蔚ら礼敬を行じ、妙法を聴受して殊勝の解を獲たり。人身得難きに汝己に之を得たり、知何ぞ今時姪欲に耽著し
て門を出づるを肯んぜざる」。彼れ責むるを聞き己りて心に憐恥を生じ、偽伸して相随ひ同行して去りぬ。・・・（中
略）・・・仏は彼類を観じて根と欲と性とに称ひて而し為に法を説きたまひしに、既にして聞くを得己るに深く信心を
起し、座よりして起ち偏担右肩し合掌して仏に向ひ白して言さく、「世尊、唯願はくは大師及び諸の聖衆には、明、我
家に至り温室に入りて操浴したまはんことを」。仏黙然して受けたまひしに、・・－（中略）・・・時に彼王弟は仏世尊を
引いて温室内に入札香水等を授けて以て操浴に充てしに、」）

25 「彼は～統治していて」に想定される Skt. は、 dvii~a~tibhik~usahasrapariviirojanapadaciirikiitp caran bandhumatitp 
r貫jadhiinimanupr語ptobandhumatyiiiμ viharati sma bandhumatiyake diive I tena khalu samayena bandhumatyiiiμ r司adhiinyiiiμ
bandhumiin niima r司Eriijyal!l kiirayati...であり、 Divy282.22戸26においても同様の表現が見られる。
26「浄心を抱いて～言った」に想定される Skt.はathasa labdhaprasiida utthiiyiisaniid ekiil!lsam uttariisa白伊mkrtvii 
Y唱nabhagaviiiμs teniifijalitμ pra明myabhagavantam idam avocatであり、 Avs1.6θ.12-14にも、 athasa r司直labdhaprasiida 
utthiiyiisaniid ekiiiμsam uttariisailgaiμ krtvii yena bhagaviiiμs teniinjaliiμ prai:iamya bhagavantam idam avocatとし当う定型表現
としてほぼ同じ形で見られる。
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クシェーメーンドラ本スンダリー・ナンダ物語について（山崎）

ない。敢えて見婆戸仏の仏塔建立に相当する物語をMSV中に求めるならば、 3.4に示したクリキ

ン玉の息子の物語の後に見られる、次のような比丘の誓願物語が相当することとなろう。

[MSV D157b7-158a5; P150a←150b2] 
dge slong dag ’di yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas [D158al］’od srung gi bstan pa la rab 

tu byung bar gyur te I gang las’di rab tu byung ba de bcom ldan’das yang dag par rdzogs 

pa’i sangs rgyas ’od srung gis dbang po’i sgo bsdams pa rnams kyi mchog tu bstan to I de 

na’dis tshe ji srid par tshangs par spyod pa spyod24) kyang yon tan gyi tshogs’ga’yang ma 

thob po I de na’dis ’chi ba’i dus kyi tshe smon lam btab pa I 'di ltar bdag gis yon gnas bla 

named pa bcom ldan 'das yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas ’od srung gi sbyan sngar 

tshe ji srid par tshangs par spyod pa spyad kyang yon tan gi tshogs’ga’yang thob par ma 

gyur gyis I bdag dge ba’i rtsa ba’dis bcom ldan’das yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas 

’od srung gis bram ze’i khye’u bla ma la bram ze’i khye’u khyod skye dgu'i tshe lo brgya 

出ubpa na I de bzhin gshegs pa dgra bcom yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas sha kya 

thub par’gyur ro zhes lung bstan pa gang yin pa de’i gsung rab la rab tu byung n邸 nyon

mongs pa thams cad spangs te dgra bcom pa [P150bl] nyid mngon du byed par’gyur ba 

dang I ji ltar bcom ldan 'das yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas’od srung gis bdag gi25) 

mkhan po dbang po’i sgo bsdams pa rnams kyi mchog tu bstan pa de bzhin du bdag kyang 

bcom ldan’das sha kya thub pa sha kya’i rgyal po gtso bo des dbang po’i sgo bsdams pa 

rnams kyi mchog tu lung ston par’gyur cig ces byas te 126) 

比丘達よ、彼は正等覚者迦葉の教えに従って出家して、彼が出家するもととなった、

かの世尊、正等覚者迦葉によって「根門が抑制された者達の中で最上の者である。」と

示された。その時、彼は命の限り党行を行じたが、徳の集まりを少しも得なかった。

そこで、彼は臨終に際して、誓願を立てた。「かく私は無上応供者、世尊、正等覚者、

迦葉の前で命の限り党行を行じたが、徳の集まりを少しも得なかったので、私はこの

善根によって、世尊、正等覚者迦葉が最高のバラモンの男子〔ウッタラ〕に『バラモ

ンの男子よ、爾は人間の寿命が百年となる時、知来、阿羅漢、正等覚者、釈迦牟尼と

なろう。』と予言した所の、その〔バラモンの男子〕の妙法に従って出家し、一切の

煩悩を断じ、阿羅漢たることを直証したい。世尊、正等覚者迦葉によって私の和尚が

「根門が抑制された者達の中で最上の者である。」と明言されたように、そのように私

もこの世尊、釈迦牟尼、釈迦族の最高の王によって「根門が抑制された者達の中で最

2~lspyod] D; spyad P. 
25lgi] D; gis P. 
あ）［根本説一切有部律雑事T262a6-15］難陀芯努於迦摂波仏時捨俗出家。其親教師彼仏法中。善護根門称為第一。尽
其形寿党行白持。然於現身寛無証悟於命終時便発誓願。我於仏所尽斯形寿党行自持。然於現身寛無所証。願我以此修
行善根。此仏世尊記未来世。有摩納婆当成正覚号釈迦牟尼。我於彼仏教法之中。出家離俗断諸煩悩。獲阿羅漢如親教
師。於斯仏所善護根門最為第一。我亦如是於彼教中。守護根門最為第一。（西本［1935:198］「難陀芯舗は迦摂波仏の
時に俗を捨てて出家せるに、其が親教師は彼仏法の中にて根門を善護して称して第一たりしが、其形寿を尽くして荒
行もて自ら持せるも然も現身に於て寛に証悟するなかりければ、命終時に於て便ち誓願を発せるらし「我れ仏所に於
て斯の形寿を尽くして究行もて自ら持せるも、然も現身に於て寛に所証なかりき。願はくは我れ此修行の善根を以て、
此仏世尊が「未来世に摩納婆あり、当に正覚を成じて釈迦牟尼と号すべし」と記したまひぬれば、我れ彼仏の教法の中
に於て出家離俗して諸の煩悩を断じて阿羅漢を獲、親教師が斯仏の所に於て根門を善護せること最も第一たりしが如
くに、我も亦是の如く彼教の中に於て根門を守護せんこと最も第一たらんJと。」）
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『比較論理学研究』（比較論理学研究プロジェクト研究センタ一報告）第6号

上の者である。』と明言されるように。」と270 

ここで注目すべきは、 Av-klpと『仏本行集経」の所伝が、難陀が現世で得た楽果を、「比丘を体

浴させ、毘婆戸仏の仏塔を建立するバラモンの息子」、「独覚の仏塔を建立する長者」、「迦葉仏の

仏塔に天蓋を置くクリキン王の息子」という三人の人物を主人公とする過去世物語で説明しよう

とするのに対し、 MSVの所伝は、「見婆戸仏を体浴させるバンドゥマット王の異母弟」、「独覚の

仏塔を建立する長者」、「迦葉仏の仏塔に天蓋を置くクリキン王の息子」、「迦葉仏のもとで誓願を

立てる誓願比丘」という四人の人物を主人公とする過去世物語で説明しようとしている点である。

5.結論

以上のAv-klp所伝のスンダリー・ナンダ物語と諸伝本の比較検討から、以下の結論が導かれる

であろう。

(1）初期仏教教団内に難陀比丘の離欲に関する伝承があり、これに天界や過去世物語のエピソー

ドが付加される形でスンダリー・ナンダ物語が成立した。

(2）スンダリー・ナンダ物語の伝本は2世紀までに西北インドに伝承された。この伝承を受け継

ぐ伝本はAv-kip、MSV、『仏本行集経』、『雑宝蔵経』、 r増ー阿含経』の五本である。

(3）これらの伝本は、その伝承過程で地獄に関する記述を付加された。

（のうち、 Av-klpと『仏本行集経』の所伝は明らかにMSVの所伝と同系統に属する。

(5) Av-klpの所伝は一方ではMSVと共通する要素を多く保持しているが、他方ではMSVの所

伝にない、或いは相違する記述を含んでおり、 Av主Ipの所伝はMSVのそれに基づいて著さ

れたものでないことが知られる。

(6) MSVの所伝に欠落、或いはMSVの所伝と相違する Av-klpの記述は、それを同じく MSV系

統に分類される r仏本行集経』の所伝の中に求めることができる。クシェーメーンドラが、

自らのスンダリー・ナンダ物語の種本とした伝本は、 r仏本行集経』の所伝の祖形伝本に最

も近い。

Av-kipについては、これまでMSVとの関係にのみ専ら関心が向けられ、漢訳の仏伝作品との関

係については全く問題視されることがなかった。ところが、 Av-kip所伝スンダリー・ナンダ物語

27臨終時の誓願についての記述は、 MSV中にしばしば見られ、 Divy192.26-193.10においても、次のような形で、ほ
ぽ同じものを見ることができる。

sa bhagavata kasyapena samyaksarpbuddheniibhrk切arptejodhiiturp samiipadyamiiniiniim agro nirdi~切り
I tatriinena yiivadiiyur brahmacaryarp caritarp na ca kascid gm:iagai:io’dhigataりIsa marai:iasamaye prai:iidhiinarp 
kartum iirabdh功lyan mayii bhagavati kiisyape samyaksarpbuddhe’nuttare dak号ir戸yeyiivadiiyur brahmacaryarp 
caritaip na ca kascid gui:iagai:io’dhigato 'neniiharp kusalamiilena yo’sau bhagavata kiisyapena samyaksam司
buddhenottaro mai:iavo vyiikfto bhavi~yasi tvarp mai:iava var~asatiiyu手i prajiiyiirp. siikyamunir niima tathiigato 
’rhan samyaksambuddha iti tasyiiharp. siisan巴pravr司jyasarvaklefaprahai:iad arhattvarp. siik号車tkuryiimI yathii ma 
upiidhyiiyo bhagavatii kiiSyap巴nasamyaksaipbuddheniibhrk~i:iarp. t吋odhiiturp.samiipadyamiiniiniim agro nirdi号！a
evaip miim api sa bhagaviiii siikyamuniり siikyiidhiriijo ’ bhlk:~9aiptejodhiiturp. samiipadyamiiniiniim agrarp. nirdised 
iti I 

この種の誓願の特徴として、平岡［2002：・ 281-283,467］は、この誓願が必ず迦葉仏の時代の出来事として語られるこ
と、「仏陀が『爾は～する比丘遠の中で最上の者である』と示されんことをJという内容を含むことの二点を指摘する。
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クシェーメーンドラ本スンダリー・ナンダ物語について（山崎）

についての本考察から、 Av北lpの所伝は、 MSVのそれに一方では類似を示しつつも、他方では相

異なる要素を含んでいることが知られた。そして、それらの要素が漢訳の仏伝『仏本行集経』中

に見られたことは、 Av-klpの源泉資料を考える上で、極めて興味深い事実と言えるだろう。
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